特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会　週刊ニュース　　13年　2月14日　　447号
炭焼き体験の準備進む　16日　
1月26日に伐採した原木の運び出しが森島さんによって道路まで出来ました。
伐採に当って10本ほどを切り倒しましたが、一窯分に足りるのかどうか心配でしたが、散らばっているのを集積してみると十分足りる量になっています。不足すると追加伐採の予定地も準備していたのですが、その心配が不必要なほどが準備できています。クヌギやコナラがほとんどでこれまでの炭生産とは違って、ずいぶんと良質のものが作れる見通しです。できるだけ多くの方々のご参加をお待ちしています。当日は豚汁を用意するつもりです。お越しください。
「京都府庁の参加受付」に大人4人子ども2名の応募ありました。
近畿子どもの水辺交流会　9名が元気に発表　
応援含めて21名が出席　　大阪市天満橋の近くのドーンセンターで近畿二府四県から30団体400人の子どもたちが集合し、交流を深め合いました。里山の会から木津川部会の子どもたちは、木津川の紹介や源流探検の感想、山城大橋下のワンドの変化や楽しい遊び体験、砂州の変化等について発表しました。そして更に観察を引き続き継続する決意を表明しました。高島市のマキノ小学校やエコロジー美薗小等4つのグループと一緒に発表を聞き、感想を述べ合い、質問を出し合いました。
木津川展の出展内容決まる　多くの皆さんお越しください　17日（日）～23日、10：00～15：00　
冬の野鳥観察会を開催　春や夏には生い茂っていた木々の葉っぱがすっかり落ちて小鳥たちの姿を発見しやすく、絶好の季節です。河原は冬の季節風がきつく少し寒く感じられますが、その分小鳥を発見しやすくなります。これまで開催を重ねるに従って参加者も増加しています。解説して戴く植田先生の工夫もあって、初めての参加者にもわかりやすく楽しい催しになっています。鳥観察に無くてはならない、フイールドスコープも８台が準備できて、少人数に１台が当りますので、全員が野鳥を確認できます。これだけ多くのフイールドスコープを準備できての野鳥観察会もなかなかありません。　是非多くのご参加をお待ちしています。
里山展　京田辺市中央図書館　ギャラリーかんなび　19日～24日まで　午前10時から16時まで
今年で連続開催5回目になります。今年の目玉展示は、二つあります。その一つは里山農園の第1次分完成写真です。これは09年に猪被害が急激に増大しました。稲作農家には壊滅的な被害が大増発しました。その現場写真をご覧ください。そしてその後毎年手を加えてきた里山農園の放棄地の再生を目指して整地作業を行ってきた現在の写真です。もう一つは富士山の写真では突出した作品を発表してこられている森本寛治さんの赤富士の写真です。なかなかこうしたシャッターチャンスにめぐり合わすことができないものです。1枚の写真を得るために想像を超える苦労を汲みとって戴き、ご覧ください。その他里山の会がフィールドとしている場所での植物や希少生物の写真展示には感銘をいただけるのではないかと思います。
会計体制の強化が始まる　　沢内　増田　深田さんを補強　黒光（現金管理）森（通帳管理）
この一年間は、新認定NPO資格を得るための諸準備が必要でした。そのうちで長年課題でした会計処理について苦労がありました。人的な補強の必要性が最重要で、これまで大変困難でした。理事長としてその責任を真正面から受け止めて深田さんが悪条件の克服に尽力いただき、なんとか記帳や事務処理に挑戦されて、一応形を整えて戴きました。特にこれまで予算書に基づく仕分項目等の統一したマニアル原案を試案作成戴きました。また次年度からは念願の人的補強の目途がつき新たな出発出来るところに漕ぎつけられるようです。
あらすの農地を守ろう！の集いに参加　10日　
城陽市東部コミセン　120人の皆さんが集いました。　この日のプログラムは、語り「寺田いもと利兵衛さん」と工業地域該当農家から「農家の訴え」がありました。工業地域化計画の予定地は、古川小学校の校歌に故郷の風景が描かれているところで、城陽市を代表する優良農地で、江戸時代に食料飢饉の対策としてサツマイモが全国に普及される30年も前に、島利兵衛さんが寺田に持ち帰り栽培に成功しました。それが寺田のサツマイモの始まりでした。その貴重な場所が工場用地とされるので農家のみなさんが困ると意見を述べ協力を求められていました。
鹿背山の自然と文化を楽しむ会の牧村さんから協力要請が届く　「青木さんの柿畑を樹種の多い里山への変更作業の協力者の紹介依頼」がきました。
「鹿背山の自然と文化を楽しむ会」は、昨年から活動を開始、会員数も少なく自然の多様性について詳しくなく、京都府の補助を受けているが十分な活動ができていない。北地区は環境省の支援を受けて活動している。行政やNPOが保全活動をしている。しかし力不足です。多様性の後押しや柿畑の多様な樹種化への協力者を求めているので、紹介を依頼するとのメールがきました。
13日の事務局会議から　1月末の財政状況は、次月繰越金が153万円（前年度繰越金151万円）で少し厳しい見通しです。
17日（日）10時から12時まで　里山農園の一斉作業日への参加呼びかけ　　
炭焼き体験の原木を切り出しました。その小枝が沢山散らばっているのでその収集を図るためみなさんのご協力を求めています。作業内容は30cmぐらいの小枝を拾い集めることです。これを収拾しないと耕運機による耕しができず、春になるとせっかく整理した農地に雑草が生え茂ってしまいますのでできるだけ早く耕さなければなりません。人数が多ければ多いほど作業は短時間で終了します。多くの方のご参加ご協力をお願いします。
第17回自然と環境講演会　3月2日（土）13時開場　
京田辺市中央公民館　講師・・渡辺信夫氏　立命館大学講師
演題　　「TPPと暮らしと自然」
農業への壊滅的な打撃、医療や福祉施策への影響が心配されます。
やましろ農協や医療関係者から問題提供がされています。
その中身を知って日本国民の選ぶ道筋を学びましょう。
